
※詳細については各連絡先にお問い合わせください。
※主催者をブロック別に分けて開催日順に掲載しております。� ◇学術部◇

日本医師会生涯教育講座開催情報

カリキュラムコード
１ 医師のプロフェッショナリズム 29 認知能の障害 57 外傷

2 医療倫理：臨床倫理 30 頭痛 58 褥瘡

３ 医療倫理：研究倫理と生命倫理 31 めまい 59 背部痛

４ 医師－患者関係とコミュニケーション 32 意識障害 60 腰痛

５ 心理社会的アプローチ 33 失神 61 関節痛

６ 医療制度と法律 34 言語障害 62 歩行障害

７ 医療の質と安全 35 けいれん発作 63 四肢のしびれ

８ 感染対策 36 視力障害、視野狭窄 64 血尿（肉眼的、顕微鏡的）

９ 医療情報 37 目の充血 65 排尿障害(尿失禁・排尿困難)

10 チーム医療 38 聴覚障害 66 乏尿・尿閉

11 予防と保健 39 鼻漏・鼻閉 67 多尿

12 地域医療 40 鼻出血 68 精神科領域の救急

13 医療と介護および福祉の連携 41 嗄声 69 不安

14 災害医療 42 胸痛 70 気分の障害(うつ)

15 臨床問題解決のプロセス 43 動悸 71 流・早産および満期産

16 ショック 44 心肺停止 72 成長・発達の障害

17 急性中毒 45 呼吸困難 73 慢性疾患・複合疾患の管理

18 全身倦怠感 46 咳・痰 74 高血圧症

19 身体機能の低下 47 誤嚥 75 脂質異常症

20 不眠（睡眠障害） 48 誤飲 76 糖尿病

21 食欲不振 49 嚥下困難 77 骨粗鬆症

22 体重減少・るい痩 50 吐血・下血 78 脳血管障害後遺症

23 体重増加・肥満 51 嘔気・嘔吐 79 気管支喘息・COPD

24 浮腫 52 胸やけ 80 在宅医療

25 リンパ節腫脹 53 腹痛 81 終末期のケア

26 発疹 54 便通異常(下痢、便秘) 82 生活習慣

27 黄疸 55 肛門・会陰部痛 83 相補・代替医療(漢方医療を含む)

28 発熱 56 熱傷 0 最新のトピックス・その他

• 中央ブロック

日時・場所 主催者および講座名 主なテーマおよび講師 参加
資格

取得
単位

カリキュラム
コード 参加費 連絡先

4月16日(水)
19:00～20:00

KKR札幌
医療センター
(Web併用)

札幌市

豊平区
-BPSD-研究会

認知症ケアの取組からみえた課題と展望

KKR札幌医療センター診療部次長兼精神科部長兼
患者サポート副センター長

　田中輝明
ほか1題

医師のみ 1単位 29 ―

札幌市医師会
林

011-611-4181

• 道南ブロック

日時・場所 主催者および講座名 主なテーマおよび講師 参加
資格

取得
単位

カリキュラム
コード 参加費 連絡先

4月23日(水)
19:00～20:00
プレミアホテルCABIN 

PRESIDENT函館
(Web併用)

函館市

第261回函館
動脈硬化懇談会

循環器内科医が考えるGLP-1受容体作動薬の有用性

森山記念病院循環器センター長　清末有宏 特になし 1単位 76 ―

函館市医師会
松尾

0138-43-7700

• 後志ブロック

日時・場所 主催者および講座名 主なテーマおよび講師 参加
資格

取得
単位

カリキュラム
コード 参加費 連絡先

4月11日(金)
19:00～20:25

オーセント
ホテル小樽

小樽市

第3回小樽・後志 
糖尿病スキルアップ
セミナー

慢性腎臓病の早期発見と予防:多職種連携の重要性

小樽市立病院腎臓内科医長　吉原真由美 医師ほか
医療関係者 1単位 10 ―

小樽市医師会
事務局

0134-22-4111
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• 日胆ブロック

日時・場所 主催者および講座名 主なテーマおよび講師 参加
資格

取得
単位

カリキュラム
コード 参加費 連絡先

4月23日(水)
18:30～19:45
生涯学習センター

きらん
(室蘭市)

室蘭市

学術講演会

難渋する腎不全患者に対する血圧管理
-新規降圧剤の降圧効果と新機能改善効果を検証する-

砂川市立病院人工透析外科腎透析センター長
　柳瀬雅裕

ほか1題

特になし 1単位 24.74 ―

室蘭市医師会
千葉

0143-45-4393

• 道北ブロック

日時・場所 主催者および講座名 主なテーマおよび講師 参加
資格

取得
単位

カリキュラム
コード 参加費 連絡先

4月8日(火)
19:00～20:30

ホテル
クレッセント旭川

(Web併用)

旭川医科大学

Obesity Expert 
Meeting in 
Asahikawa 

当院における肥満症治療とチーム医療

旭川赤十字病院副院長/糖尿病・内分泌内科部長
　安孫子亜津子

ほか1題

特になし 1.5
単位 23 ―

旭川医大医師会
西尾

0166-65-2111

4月10日(木)
18:30～20:00
JA北海道厚生連
旭川厚生病院

旭川市

第503回 
旭川肺を診る会

小細胞肺癌の治療の新しい知見

JA北海道厚生連旭川厚生病院呼吸器科医長
　辻榮克也

特になし 1.5
単位 1 ―

旭川市医師会
小川

0166-23-5728

4月16日(水)
19:00～20:10

サフィール
ホテル稚内

宗谷

地域医療多職種
連携プロジェクト
-多職種による
便秘治療の向上-

腹部X線を用いた便秘診断
-2025年update-

赤倉内科胃腸内科クリニック理事長
　赤倉伸亮

医師のみ 1単位 54 ―

宗谷医師会
早崎

0162-24-1510

4月17日(木)
19:00～19:50

Web講習会

旭川市

明日から実践‼ 
高血圧治療 in 上川
-循環器疾患の予防
を見据えて-

プライマリケア医と考える心不全予防を見据えた高
血圧診療

JA北海道厚生連旭川厚生病院副院長　貴田岡享 特になし 0.5
単位 74 ―

旭川市医師会
小川

0166-23-5728

日時・場所 主催者および講座名 主なテーマおよび講師 参加
資格

取得
単位

カリキュラム
コード 参加費 連絡先

4月15日(火)
19:00～20:00
Web講習会

小樽市

第337回小樽
胃と腸を診る会

症例から学ぶ消化器疾患診断・治療のポイント

小樽掖済会病院副院長・消化器病センター長
　勝木伸一

ほか1題

医師ほか
医療関係者 1単位 2.9 ―

小樽市医師会
事務局

0134-22-4111

4月17日(木)
18:00～19:00
小樽市立病院

小樽市

Women's Cancer 
Seminar
-予防と治療-

子宮がんに関する最近の話題
-予防からICIまで-

北大医学院生殖・発達医学産婦人科学教授
　渡利英道

医師ほか
医療関係者 1単位 11 ―

小樽市医師会
事務局

0134-22-4111
申込締切日
4月10日

4月23日(水)
19:00～20:00

オーセント
ホテル小樽
(Web併用)

小樽市

日常診療にひそむ
骨代謝疾患を
考える会 in 後志

当院におけるFGF23関連低リン血症性骨軟化症の
小経験

札幌医大医学部整形外科学助教　清水淳也
ほか1題

医師ほか
医療関係者 1単位 19 ―

小樽市医師会
事務局

0134-22-4111
申込締切日
4月16日

• 北見ブロック

日時・場所 主催者および講座名 主なテーマおよび講師 参加
資格

取得
単位

カリキュラム
コード 参加費 連絡先

5月7日(水)
19:00～20:05

北見芸術
文化ホール
(Web併用)

北見

BPSDセミナー in
オホーツク

アルツハイマー型認知症治療の新たな選択肢

香川大医学部精神神経医学教授　中村　祐 特になし 1単位 29 ―

北見医師会
後藤

0157-23-2787
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• その他（学会・医会・研究会等）

日時・場所 主催者および講座名 主なテーマおよび講師 参加
資格

取得
単位

カリキュラム
コード 参加費 連絡先

4月14日(月)
19:00～19:40
Web講習会

学会・医会・研究会

Home Medical 
Care Seminar

札幌市の在宅医療と認知症について

静明館診療所院長　矢崎一雄 医師のみ 0.5 29 ―
北海道内科医会

波津
011-231-7661

4月16日(水)
18:30～19:30
Web講習会

学会・医会・研究会

かかりつけ医のための
医療連携セミナー

2型糖尿病における心・腎・代謝連関
-日常診療に活かす心不全予防のエッセンス-

札幌医大医学部循環器・腎臓・代謝内分泌内科学講師
　神津英至

特になし 1単位 73 ―

北海道内科医会
波津

011-231-7661
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「家族でおでかけ『北海道レールエールキャン

ペーン 2019』」開催‼ 

 北海道鉄道活性化協議会（会長：北海道知事）

では、2019年７月15日～10月14日の期間、

北海道の鉄道に乗って、遊んで、楽しんで応援する

「北海道レールエールキャンペーン 2019」を実

施いたします。 

キャンペーン内ではご家族で鉄道を楽しめる

よう、様々な事業を展開しておりますので、皆様

ぜひご参加ください！ 

北海道医師会は、北海道鉄道活性化協議会

（会長：北海道知事）の構成団体として、JR

北海道をはじめとする公共交通機関の利用

促進に協力しています。 

会員の皆さまにも是非ご支援を賜ります

ようお願いいたします。 
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　当会では、子育て中の医師などに対し、学習する機会を確保することにより、勤務継続や復職の支援を

行うことを目的に、下記基準を満たす研修会などにおいて託児サービスを併設した場合の費用として２万

円を上限に助成することといたしております。

　つきましては、該当の会議、研修会等がございましたら、当会事業第二課までご連絡くださいますよう

お願いいたします。

　　助成基準

１．対　象　　　⑴　当会会員が会長となって北海道内で開催する全国規模の医学会など

　　　　　　　　⑵　当会会員が会長となって開催する、医師を対象とした学術講演会など

　　　　　　　　⑶　その他、当会が認めたもの

　　　　　　　　　　【助成内容】託児室利用料、保育料、交通費

　　　　　　　　　　　　　　　（遊具・おやつ・おむつ等購入代は対象外）

２．期　間　　　2025年４月～ 2026年３月実施分

３．助成額　　　２万円を限度として実費を助成いたします。

　　　　　　　　※ただし、営利団体等の負担金がある場合は対象外とします。

４．申請方法　　領収書の写し等を添付の上、所定の用紙※によりご申請ください。

　　　　　　　　※下記連絡先までご請求願います。

≪連絡先≫　北海道医師会事業第二課

　　　　　　〒060-8627　札幌市中央区大通西６丁目

　　　　　　TEL 011-231-1725（直通） FAX 011-231-7272　E-mail:josei-dr-shien@m.doui.jp

研修会等への託児サービス併設費用の助成について

https://www.hokkaido-rail-k.jp/

